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実 行 時 のファイル 利 用 に つ い て
*1石田 い

つ子

利 用 者 が フ ァ イル を 利用 す る際の 目的 と して,大 別す る と2通 りあ る.1つ は プ ログ ラム を登 録 し

て使 う方 法(こ の場 合 の フ ァ イル を ラ イ ブ ラ リファ イル と い う)で あ り,あ との1つ は プ ロ グ ラム の

実 行 時 に 中 間 結 果 を保 存 して お くた めに使 う方法(こ の 場 合 の ファ イル を補 助 記 憶 用 フ ァ イル とい う)

であ る.

これ か ら述 べ るのは この 補 助 記 憶 用 フ ァ イ、レの 利 用 に つ い て で あ るが,こ こ で1まFORTRAN.㌢

実 行 時(以 下,実 行 時 とい う)の 説 明 を して い くこ とに す る.

どの 様 な 場 合 に補 助 記 憶 用 フ ァ イ ル を使 うと有効 であ るか,主 な もの を挙 げ て み よ う.

1.大 量 の 同一 デー タ を しば しば使 う.

2.実 行 結 果 を次 の 計 算 に使 い た い.(現 在,カ ー ドに 出力 して い る人 が い るが,出 力 の 際 に値 が丸

め られ るので,後 で述 べ るよ うに バ イ ナ リ形 式 で ファ イルに 出 力 した ほ うが よい.)

3.コ アの領 域 が 足 りな い.

① 中 間 デ ー タが大 量 に 出 る.

② 大 きな 配 列 を処 理 す る必 要 があ る.

③ その 他

利 用 者 が上 記 の よ うな場 合 に ファ イル を利用 すれ ば きわ めて 有効 で あ るが,し か し,シ ス テ ム側 か

*3
らみ る と フ ァ イ ルの ア クセ ス 回数 が 多 くな る とい う こ とに な り,シ ス テ ム効 率 が 下 が る こ とに な る.

利 用 者 もこの 点 を留 意 し て フ ァ イ ル を使 っ てい た だ きた い.

補 助 記 憶 用 フ ァ イル は,利 用 の仕 方 に よ り,利 用 者 自身 の専 用 ファ イル を使 う場 合 と,シ ス テ ムが

提 供 す る作 業 用 フ ァ イル を使 う場 合 が あ る.2つ の ファ イ ルの違 い は,前 者 は利 用 者 が 希 望 す るま で

保 存 させ てお け るが,後 者 は ジ ョブ が終 わ る と同時 に消 去 され て しま う こ とで あ る.

1,2の よ うな 場 合 は 利用 者 自身 の 専 用 フ ァ イル,3の よ うな場 合 は作 業 用 フ ァ イ ル を使 う とよ い

だ ろ う.

利 用 者 が実 際 に ファ イル を利 用 す る場合 として は,

1.フ ァ イルの確 保 の方 法

2.プ ロ グ ラム上 で 入出 力 は どの よ うに した らよ い か.
ノ

3.で きるだ け アク セ ス 回数 をへ らす には ど うした らよ い か.

*1九 州 大 学大 型 計 算 機 セ ン ター研 究 開発 部

*2フ ァ イル の取 り扱 い につ い て はFORTRAN-Hの 方 が機 能 が 拡 張 され て い るが,現 時 点 で は

FORTRAN-Dの 利 用者 が多 いの で,今 回 は これ に 限 った.

*3フ ァ イ ル ア クセ ス回 数 の 非常 に多 い ジ ョブが 実 行 され る と,そ の ジ ョブは中 央 処 理装 置 は あ ま

り使 わ な い の に主 記 億 装 置 を占 有 して し まい,そ の 間 他 の ジ ョブは 実 行 され な い ことに な って シ

ス テ ム 効率 は著 し く低 下 す る.

現 在,フ ァ イルの ア ク セ ス回数 に対 して も負 担金 を 課す よ うに 検 討 が な され てい る.



4.フ ァ イル に書 け る情 報 量 は どの程 度 か.

な どが あ る.以 下 これ らにつ い て説 明 して い く こ とにす る.

1.フ ァ イ ル の 確 保

利 用 者 自身 の一 般 フ ァ イル は,フ ァ イル確 保 用 の マ ク ロ¥ALLOCATE,あ るい はCPSの コ マ ン ド

ALLOCATEで 確 保 で き る.ど ち らで確 保 して もよ い が,CPSの 方 が 結 果 が早 くわ か る とい う点 で

便 利 で あ ろ う.

作 業 用 フ ァ イル は,フ ァ イル定 義 用 の マ ク ロ¥E.WORKを ジ ョブ構 成 デ ッ クに挿 入 し てお け ば,

シス テ ムが 実 行時 に必 要 に応 じ て確保 して くれ る.

1・1#A五 正OCATEコ マ ン ド

#

コ マ ン ド名

ALLOCATE

オ ぺ ラ ン ド

フ ァ イル定義 名,フ ァ イル局 所 名,GEN,SPACE:フ ァ イル確 保 量

,FORG:PS

パ ラ メー タの説 明

フ ァ イル 定義 名 … …12文 字 以 内 の英 数 字 で第1文 字 が英 字 であ る名 前 を指 定 す る.

*1
フ ァ イ ル局所 名 … …6文 字 以 内の英 数 字 で第1文 字 が 英 字 で あ る名 前 を指 定 す る.た だ し,先 頭

2文 字 をPTと し て は な らな い.

この と きフ ァ イル名 は,ユ ー ザ名 ・フ ァ イ ル局所 名 とな る.

フ ァ イ ル確 保 量 … …K(キ ロ)バ イ ト単 位 で指 定 す る.1フ ァ イル の確 保 量 は200・-1000Kバ

イ トま で とす る.必 要量 の計 算 方 法 は 後述 す る.

GEN一 般 ファ イ ルで あ る こ と を示 し,こ れ を指 定 す る.

PSフ ァイ ル編 成 を示 し,順 編 成 ファ イル,直 接 編成 フ ァ イ ル と もにPSと 指定

す る.

1・2¥ALLOCATEマ ク ロ

¥

マ ク ロ名

ALLOCATE

オ ぺ ラ ン ド

フ ァ イ ル局所 名,フ ァ イ ル確保 量,PS

パ ラ メー タの説 明

フ ァ イ ル局 所 名 ・・

ファイル確保 量

PS

… ・…#ALLOCATEコ マ ン ドの 場合 と同 じ

〃

〃

*1フ ァ イ ル 局 所 名 の 意 味 は,広 報Vol.8,No.4を 参 照.



1・3¥F・WORK

マ ク ロ名 オ ペ ラ ン ド

¥F・WORKフ ァ イル定義 名 〔,TRK=フ ァ イル確 保 量 〕

パ ラ メ ー タの 説 明

フ ァ イ ル定 義 名 … … …表2・2を 参 照.

フ ァ イ ル確 保 量 …… … トラ ック単 位 で指 定 す る.直 接 編 成 フ ァ イル の場 合 に必 ず指 定 しな けれ ば

な らない.必 要量 の 計 算 方 法 は 後 述 す る.

2.フ ァ イ ル の 入 出 力 方 法

補 助 記 憶 用 フ ァ イルの 入 出 力 方 法 と して,順 編成 入 出 力 と直接 編成 入出 力 が あ るが,ど ち らを使 う

か は 目 的 に応 じ て使 い わ けれ ば よい.順 編成 入 出 力 で取 り扱 うフ ァ イ ル を順 編成 フ ァ イル とい い,直

接 編 成 入 出力 で取 り扱 う フ ァ イル を 直接 編成 フ ァ イル とい う.い ず れ も確 保 す る と きは順 編 成 フ ァ イ

ル と して 確 保 す る.

順 編成 入 出 力 に は書 式 つ き(文 字 形 式)お よ び書 式 な し(バ イナ リ形 式),直 接 編成 入 出 力 に は バ

イ ナ リ形式 の 入 出力 の形 式 が あ る.

順 編成 入 出 力 で は処 理 で きな い こ と も直接 編 成 入 出 力 で は 可能 な場 合 もあ るが,直 接 編成 入 出力 は

シ ス テム効 率 の 点で 順 編 成 入 出 力 に 劣 るので,で き るだ け順 編成 入 出 力 を利 用 して い た だ きたい .

2・1順 編 成 ファ イル の入 出 力 方 法

2・1・1順 編成 入 出 力 文

順 編成 フ ァイ ルの 入 出 力 は,カ ー ドリー ダや ラ イ ンプ リン タに 入 出力 す る場 合 と同 じよ うに,

READ/WRITE文 を使 う.一 般 の入 出 力 と異 な るの は,フ ァ イル 参照 番 号(機 番)が5,6,

7以 外 で あ るこ と と,書 式 な しで入 出 力 す る方法 が あ る こ とで あ る.

書 式 な し入 出力 とい うの は計 算 機 の内 部 表現 の ま ま で処 理 す る方法 で,バ イ ナ リ形 式 と呼 ばれ

て い る.

表2・1順 編 成 入 出力 文

入 出 力 文 機 能 形 式

WRITE(u,f)1istフ ァ イ ルへ 書 式 つ きで 書 き出 す.文 字 形 式

WRITE(u)1istフ ァ イ ルへ 書 式 な しで 書 き出 す.バ イ ナ リ形 式

READ(u,f)1istフ ァ イ ルか ら書 式 つ きで読 み込 む.文 字 形 式

READ(u)1istフ ァ イルか ら書式 な しで読 み込 む.バ イナ リ形 式

u:フ ァ イル参 照 番 号(1～8は 整 定数 ま た は整 変数,9～99は 整 定 数)

f:FORMATの 文 番 号

フ ァ イル参照 番 号5,6,7以 外 を使 うと き は,そ の フ ァ イル を定 義 す る必 要 が あ る.プ ログ

ラ ム と物 理 的 な フ ァ イル を 論理 的 に 結合 す るの が フ ァ イル定 義 名 で あ り,フ ァ イル参 照 番 号 と フ



ア イル 定義 名 の対 応 は表2・2の よ うに決 ま っ てい る.し た が って,フ ァ イル に この フ ァ イ ル定

義 名 を 与 え てや れ ば よ い 訳 で,こ れ を行 な うの が フ ァイ ル定義 用 の マ ク ロで あ る.

表2・2フ ァ イ ル参照 番 号 と ファ イル定義 名 の 対応

ファイル 参 照 番 号ファイル 定 義 名ファイル 参 照 番 号ファイル 定 義 名

1FO17SYSPCH*1

2FO28]FO8

3]FO39FO9

4]FO410F10

5READii

6SYSPRT99F99

な お,順 編 成 フ ァ イル はWRITE文 を実 行 す る度 に,頭 か ら順 に書 い て い くので,読 む と き も

最 初 の レコー ドか ら順 番 にWRITE文 で書 き出 した長 さに合 わせ て読 ん で い か ない とエ ラー に な

る.

2・1・2補 助 入 出 力 文

READ/WRITE文 を使 って,一 応 フ ァ イ ルの利 用 が で き るが,さ らに次9C説 明す る補 助 入 出

力 文 を組 み 合 わ せ て 利 用 す れ ば なお い っそ う便利 であ る.た とえ ば,同 一 ジ ョブス テ ップで 何 度

も ファ イ ル を読 み 書 き した り,同 じ レ コー ドを何 度 も読 む こ とが で きる.

表2・3補 助 入 出 力文

補 助 入 出力 文 機 能

フ ァ イル のCLOSEお よびWRITEモ ー ドの とき は,フ ァ イル終 了記 録

REWINDi(EOF:end・offile)を 書 き,指 針 を フ ァ イ ルの始 点 に お く.

最 初 のREWIND文 は無 視 され る.

指 針 を1記 録 分 だ け前 に もどす.READ文 と組 み 合 わせ て使 う.
BACKSPACEi

最 初 のBACKSPACE文 は 無視 され る.

i:フ ァ イ ル参 照 番 号
*2

他 に補 助 入 出力 文 としてENDFILE文 が あ るが,FORTRAN-Dで は マ ルチファイル 処 理 が

で きな い ので,使 って も何 も行 な わ ない.

2・1・3フ ァ イル のOPEN/CLOSE

最 初 のREAD/WRITE文 で,READOPEN/WRITEOPENさ れ,REWIND文 でCLOSE

*1FACOM230M-V/VIFORTRAN文 法 編,FACOM230M-VFORTRAN解 説 編⑪

で はtPUNCH'に な って い るが,セ ンター で は運 用 上,{SYSPCH'に お きか え てい る.

*2FORTRAN-Hで は可 能 で あ る.



され る.ま た,実 行 が終 了 す る とCLOSEさ れ る.

READOPENさ れ た 状 態 をREADモ ー ド,WRITEOPENさ れ た状 態 をWRITEモ ー ド

とい う.WRITEモ ー ドの ときCLOSEす る とEOFが 書 かれ る.

READモ ー ドで のWRITE文 あ るい はWRITEモ ー ドで のREAD文 は使 えな い.す なわ ち 同

一 ジ ョ ブス テ ッ プで 同 時 に ファ イ ルの読 み書 き を行 な う場 合,WRITE文 の後 す ぐにREAD文

が きた り,あ るい はREAD文 の後 す ぐにWRITE文 が きた りし て はな らな い.必 ず,REWIM》

した後READ/WRITEし ない と エ ラー に な る.

した が って,REWIND文 が くるま で は,READ文 とBACKSPACE文 の組 み合 わせ か,

WRITE文 のみ しか 使 え な い.

2・1・4媒 体 上 の デ ー タ形 式

(1)レ コー ドと ブ ロ ッ ク

デー タ処 理 時,対 象 とす る情 報 の単 位 を レコー ドとい う.一 方,主 記憶 と2次 記 憶(大 記 憶,

磁 気 テ ー プ上 の フ ァ イル)間 の転 送 の対 象 とな る記録 単 位 を ブ ロ ッ ク とい い,通 常1つ 以 上 の レ

コー ドを含 み,ギ ャ ップ に は さ まれ て い る.

い くつか の レコ ー ドを ま とめ て ブ ロ ック にす るこ と を ブ ロ ッ ク化(blocking)と いい,1ブ

ロ ック の レコ ー ドの 個 数 を ブ ロ ック化 率(bloekingfactor)と い う.

ブ ロ ック化 の ね らい は,記 憶 媒体 上 の ギ ャ ッ プ を減 少 させ る こと に よ って,相 対 的 に デ ー タの

転 送 速度 と記 録 密 度 を高 め る こ とに あ る.ま た,ブ ロ ック化 す るこ と に よ って,フ ァ イルの 入出

力 操作 も減 少 す るので,プ ログ ラム の フ ァ イ ル処 理効 率 も高 ま る.

1ブ ロ ック転 送 す るこ と を アク セ ス とい う.ア ク セ ス回 数 を減 らす には,ブ ロ ッ ク化 率 を大 き

く して,フ ァ イ ル 内の ブ ロ ッ ク数 を少 な くす れ ば よ い 訳 で あ る.
*1

しか し,FORTRAN-Dが 扱 え る ファ イル の レコ ー ド形 式 は,固 定 長 形 式 で非 ブ ロ ック化 レコ

ー ドしか 扱 え な い.固 定 長形 式非 ブ ロッ ク化 レ コー ドとい うの は,フ ァ イ ル を通 してす べ ての レ

コー ド長 が 一定 であ り,ブ ロ ッ クは1個 の レ コー ドか らな ってい る もの をい う.

その た め,FORTRAN-Dで は,あ る程 度 ま とめ て処 理 す るよ うに考 慮 しな けれ ば な らな い.

ま た,フ ァ イ ル を入 出 力 す る場合,入 出 力用 の バ ッフ ァ(作 業 用 の記 憶 領 域)が 必 要 で あ る.

バ ッ フ ァは ブ ロッ ク長 と同 じか大 き くと らな けれ ば な らな い の で ,ブ ロ ック長 を大 き くすれ ば,

それ だ け プ ログ ラ ム も大 き くな る.FORT'RAN-Dの 場 合,バ ッ フ ァは最 大1600語 まで とれ る.

*1FORTRAN-Hで は ブ ロ ッ ク 化 レ コ ー ドが 扱 え る.



レ コー ド長,ブ ロ ック長 は マ ク ロのパ ラ メ ータで 指 定 し,単 位 は バ イ トで あ る.語 か らバ イ ト

へ の 変 換 は 転送 モ ー ドで 異 な る.転 送 モ ー ドと い うの は,フ ァ イル 媒体 か ら主 記憶,ま た は 主 記

憶 か ら フ ァ イル媒 体 へ 情 報 を転 送 す る場 合 の モ ー ドで,8ビ ッ トモ ー ドと9ビ ッ トモー ドが あ る.

・8ビ ッ トモ ー ド…… …(n語 ×9/2)バ イ ト 主 記憶 の8ビ ッ トを1バ イ トと して転 送 す

る.バ イナ リデ ー タの 転 送 に 有効 で あ る.

・9ビ ッ トモ ー ド…… …(n語 ×4)バ イ ト 主 記憶 の9ビ ッ トを1バ イ トと して転 送 す

る.バ イナ リデ ー タは 扱 えな い.

8ビ ッ トモ ー ドと9ビ ッ トモー ドの違 い を示 す と次 の よ うにな る.

主 記 憶 ファ イル媒 体(主 記憶 イメ ー ジ)

8ビ ッ トモ ー ドの 転送

FOR㎜ 一Dの 場 合,文 字 形 式,バ イナ リ形 式 と もに8ビ ッ トモー ドで転送 され る.

(2)文 字 形 式

文字 形 式 の1レ コー ド(1ブ ロ ック)は136文 字(=153バ イ ト,34語)で 扱 わ れ,装 置上 は

次 の様 に配 置 され て い る.こ の レ コー ド長 を変 更 す るこ とはで きず,指 定 し て も無 視 され る.

FORMATの1行 分 が1レ コー ドと して書 き出 され るの で,1行 を136文 字 とす るの が 望 ま し

い が,そ うで な い 場 合 は 次 の よ うな 処 置 が と られ る.

1.136文 字 以 内 の と きは,残 りは空 白 がっ め られ る.

2136文 字 を越 えた と きは,136文 字 分 だ け書 き出 して,越 え た分 は切捨 て られ る.

1つ のWRITE文 で書 き出 され る長 さ を1記 録 とい うが,こ れ は1っ 以 上 の ブ ロ ッ クか ら構 成

され て い る.



並 び とFORMATで 決 め られ る全 文字 数 がn,1行 がLの と き

B=〔n/L〕,R=n-L×Bと お き

R=0な らB個 の ブ ロ ッ クが,R≠0な らB+1個 の ブ ロ ックが とられ,最 後 の ブ ロ ッ クの 有効

デ ー タはR文 字 で,残 り136-R文 字 は 空 白 と な る.

例DIMENSIONA(100)

WRITE(1,100)A

100FORMAT(3015)

全 文 字 数 が500,1行 の 文 字 数 が150で あ るか ら,

B=〔500/150〕=3R=500-150×3=50

した が って,4個 の ブ ロ ッ クガ と られ,最 後 の ブ ロッ クは50文 字 で,残 り86文 字 は 空

白 とな る.

例

DIMENSIONA(10),B(10),C(30)

WRITE(1,100)A

WRITE(1,200)B

WRITE(1,300)C

100FORMAT(9F14.7,F10.5)

200FORMAT(10FI3.6)FORMAT上 で は1行144文 字 分eCな っ て い る が

300FORMAT(12F12.5)… … … フ ァ イ ル に 書 き 出 す と き は1行136文 字 と な り

:8文 字 は 転 送 され な い .

STOP

END



(3)バ イナ リ形 式

バ イナ リ形 式 の1レ コー ド(1ブ ロ ック)は288×nバ イ ト(=64×n語)で 扱 わ れ,装

置上 は次 の様 に配 置 され て い る.

nの 値 は任 意 に 指 定 で き るが,標 準 的 にはn=4す な わ ち1152バ イ ト(=256語)が1

レ コー ドとな って い る.た だ し,1≦n≦25.

ま た,nを4よ り大 き く指 定 す る と き,た と えば,n=10と す る と きは,マ ク ロの パ ラメ ー

タRCDSIZE,BLKSIZEを2880バ イ トとす る と と もに,OPTION文 でBUFFERニ10と 指

定 しな けれ ば な らな い.

OPTION文 は 主 プ ロ グ ラム の先 頭 に定 義 す れ ば よ い が 以下9zz示 す よ うにBUFFER=nは 第2パ

ラメ ー タ以 下 に 定 義 しな け れ ば な らな い.

例

OPTIONLIST,BUFFER=nこ れ は転 送 のた めの バ ッ フ ァ を確 保 す る もの で

C*MAIN*64×n語 分 と られ る.指 定 しな けれ ばn=4と

DIMENSIONA(200)な って い る.バ ッ フ ァの 語数 は ブ ロッ ク長 と同

iじ か あ るい は大 き く と って い な けれ ば な らな い.

WRITE(1)A

な お,バ イナ リ形 式 の場 合,ブ ロ ッ クの 最初 の1語 は制 御 情 報 と して使 われ るの で,実 際 に書

け るの は64×n-1語 とな る.



制御情報の内容は次の様になっている.

1つ の記 録 は終 らず に次 に続 く こ とを示 す.

記 録 の終 り を示 し,ブ ロ ッ ク数 が 入 って い る.

これ を利 用 してBACKSPACEの ブ ロ ック数

が決 め られ る.
ネ ユ

1つ のWRITE文 で 書 き出 す長 さを1記 録 とい うが,そ の 語数 が レコー ド長 と異 な ると きは,

次 の様 な処 置 が と られ る.

1.レ コー ド長 よ り小 さい と き,残 りは 空 白が と られ る.

2.レ コー ド長 を越 え た と き,全 語 数 をnと し,

B二 〔n/レ コー ド長 〕,R=n一 レ コー ド長 ×Bと お き,

R=0な らB個 の ブ ロ ックが,R≒0な らB+1個 の ブ ロ ックが と られ,最 後の ブ ロ ック

はR語 で,残 り レ コー ド長 一R語 は 空 白が と られ る.

例1レ コー ド長 を標 準 の256語 に した とき

DIMENSIONA(200),B(300),C(200)

WRITE(8)A

WRITE(8)B,C

例2例1の 配 列 を次 の様 に書 い た とき(レ コー ド長=256語)

DIMENSIONA(200),B(300),C(200)

WRITE(8)A

WRITE(8)B

WRITE(8)C

*'1こ の 場 合 の レ コー ド長 は 有 効 レ コ ー ド長 を さ す.



例1,2か らわ か るよ うに,1記 録 の 長 さ を有効 レ コー ド長 の 整 数 倍 に 近 づ け,空 白 をな くす

よ うに した 方 が 記 録密 度 が 高 く,ア クセ ス回 数 も少 な くな る.

文 字 形 式 とバ イ ナ リ形式 を比 較 す る と,プ ログ ラム 上 で はFORMATの 有 無 の違 い だ け で あ るが 媒

体上 の デー タ形式 か ら わか るよ うに,バ イナ リ形 式 の 方 が1ブ ロ ッ クに 多 くの情 報 が書 け る.

し た が って,バ イ ナ リ形 式 で書 き出す ほ うが フ ァ イル の節 約 にな る.ま た,数 値 デー タ を文 字 形 式

で読 み書 きす る と,2進 デー タか ら10進 デ ー タへ の 変換 ま た は そ の逆 の 変 換 で 丸 目誤 差 が 生 じ るの

で,な るべ く文字 形 式 は使 わ な い 方 が よい.

な お,こ れ ら を混 合 して使 う こ とは で きな い.

2・1・5順 編 成 入 出 力 文 と補 助 入 出 力 文 の 組 み 合 わ せ例

例1

DIMENSIONA(100),B(100),C(100),D(100)

DIMENSIONK(100),L(100),M(100),N(100)

① は配 列A,B,C,Dの 値 を ファ イ ル参照 番 号1で 示 され る フ ァ イ ルに書 き出 す.② は 指 針

を フ ァ イルの 先 頭 に も どす.③ は① で書 き出 した 値 を配列K,L,M,Nに 読 み込 む.④ は1記

録 分 だ け前 に もどす.す な わ ち配 列Dの 値 の 直前 に位 置 す る.⑤ は 配 列Dの 値 を配 列Aに 読 み 込

む.以 上 の事 を図 示 す る と次 の様 に な る.



② でREWINDせ ず にREADし た り,⑤ の後 で さ らにREADを 出 した りす る とエ ラー に な る.

ま た エ ラー には な らな い が,結 果 が 保 障 され な い場 合 な どが あ る.

2・2直 接 編成 フ ァ イル の 入 出力 方 法

直接 編 成 フ ァ イル と順 編 成 ファ イ ルの大 きな違 い は,次 の様 な こ とで あ る.順 編 成 フ ァ イル の 場 合,

フ ァ イル 内 の あ る レコ ー ドを読 み 込 む に は,最 初 の レコー ドよ り目 的 の レ コー ドまで,読 み とば し を

行 な う以 外 に方 法 が な い し,ま た,途 中 の レコー ドに書 き込 む こ とは で きな い.こ れ に対 して 直接 編

成 フ ァ イ ルは 任意 の レ コー ドを制御 変数 を使 って,ダ イ レ ク トに読 み 書 きが で き る.

2・2・1直 接 ア クセ ス 入出 力 文

直接 ア ク セ ス 入 出力 文

CALLDFILE(u,b,i)

DWRITE(u,r)1ist

DREAD(u,r)list

機 能

直 接 編成 フ ァ イル を使 用 す るた

め の 初期 設 定 を行 な う.

フ ァ イ ル にrで 小 さ れ る レ コ ー

ド位 置 を 始 め と し て,listに

従 っ て 書 き 出 す.

フ ァ イ ル か らrで 示 され るレ コー

ド位 置 を 始 め と し て,listに

従 って 読 み 込 む.

備 考

bはOPTION文 のBUFFER

指 定よ り大 きくしてはな らない

バ イ ナ リ形 式

バ イナ リ形 式

u:フ ァ イ ル参 照番 号(1～4,8の 指 定 しか で きな い)

b:最 大 レ コー ド長(単 位 は 語)

孟:レ コー ド位 置 を制 御 す る整 数 型 変数.READ/WRITE後,次 の ブ ロ ッ ク位 置 が 設 定 され

る.

r:READ/WRITEす る レ コー ド位 置 を示 す整 数 型変 数,あ るい は整 数 型 定 数.

rにiと 異 な る変 数 あ るい は定 数 を指 定 した 場 合,レ コー ド位 置 はiに 設 定 され るの で注 意 し

な け れ ば な らな い.



例

DIMENSIONA(200),B(400)

CALLDFILE(4,200,1)

」;1

①DWRITE(4,J)A

②DWRITE(4,J)B

① はJ=1で あ るか ら,1番 め の ブ ロ ック か ら配列Aの 値 を書 き,1に2が 設 定 され る.

② もJ=1で あ るか ら,1番 め の ブ ロ ッ クか ら配 列Bの 値 を書 き,1に3が 設 定 され る.

2・2・2媒 体 上 の デー タ形 式

順 編 成 ファ イル と 同 じ く レコー ド形 式 は,固 定長 形式 で非 ブ ロ ック化 レコー ドしか 扱 え な い.

1レ コー ドの大 きさはDFILE文 で指 定 した最 大 レコー ド長 が と られ るの で,マ ク ロ のパ ラ メー

タで指 定 して も無 視 され る.

装 置上 は 次 の 様 に配 置 され,最 初 の ブ ロ ッ ク は レコー ドを制 御 す る情 報 が書 き出 され るの で実

際 の デ ー タは2番 め 以 降 の ブ ロ ック に入 る.

ブ ロ ッ クoはDFILEサ ブプ ロ グ ラム を実行 した と き

にで き,最 初 の3語 に1ブ ロッ クの バ イ ト数,1ト ラ

ッ クに書 く ことの で き る ブ ロッ ク数,1ブ ロ ックの 語

数 が それ ぞれ入 る。 これ に よ り レコー ド位 置 をきめ る.

1記 録 の長 さが レコー ド長 と異 な る時,次 の 様 な処 置 が と られ る.

1.レ コー ド長 よ り小 さい と き,残 りは 空 白が と られ る.

2.レ コー ド長 を越 えた と き,全 語 数 をnと し,

B=〔n/レ コー ド長 〕,R・=n一 レコー ド長 ×Bと お き

R=0な らB個 の ブ ロ ッ クが,R≠0な らB十1個 の ブ ロ ッ クが と られ,最 後 の ブロ ックは

R語 で,残 り レコー ド長 一R語 は空 白が と られ る.

な お,1ブ ロ ックの 大 き さ を256語 よ り大 き くす る時 は 順 編成 ファ イル と同 様`こ,OPTIQN

文 のBUFFERパ ラ メー タ を指 定 し なけ れ ば な らない.



例

DIMENSIONA(150),B(300),C(400)

CALLDFILE(8,200,1)

1=1

DWRITE(8,1)AIに2が 設 定 され る.

DWRITE(8,1)BIに4が 設 定 され る.

DWRITE(8,1)CIに6が 設 定 され る.

3フ ァ イ ル に 書 け る 記 憶 容 量

3・1専 用 フ ァ イル の確 保 量 の求 め方

専 用 フ ァ イルが確 保 され る記 憶 媒 体 は磁 気 デ ィス クパ ックでF477KとF472Kが あ る.こ れ らの

媒体 の物 理 的 な単 位 と して トラ ックが あ り,1ト ラ ックの 記 憶容 量 は それ ぞ れ13030バ イ ト,7294

バ イ トとな っ てい る.フ ァ イル確 保 時 に指 定 す るバ イ ト単 位 の 量 は,実 際 には トラ ッ ク単位 の量 に換

算 され て と られ て い る.し た が って,1ト ラ ック に書 け るブ ロ ック数 を計 算 して 必 要 な トラ ック数 を

求 め,そ れ を バ イ ト単位 の量 に換 算 すれ ば確 実 な必 要 量 が求 ま る.

しか し,利 用 者 に は フ ァ イル がF477KとF472Kの ど ち ら9Cと られ るの か わ か らない の で,面 倒

だ が,2通 りの計 算 を して大 きい方 の値 を と って い ただ きた い.

ブ ロ ックの大 き さお よ び1ト ラッ クに書 け る ブ ロ ッ ク数 の 計 算 式 は 次 の通 りで あ る.

(1)ブ ロ ッ クの 大 きさ

ブ ロ ッ クの大 き さは プ ロ グ ラム ま た は マ ク ロのBLKSIZEの 指 定 で 決 ま るが,媒 体 上 に書 き出

され る と きは,ブ ロ ッ ク間 の ギ ャ ップや ブ ロ ック に関 す る情 報 な ど が付 加 され るの で,実 際 の ブ ロ

ッ クの大 き さはBLKSIZEで 指 定 した値 よ り大 き くな る.

また,ブ ロ ック は トラ ッ クに また が って 書 かれ るこ とは な い の で,利 用 者 か らみ た1ト ラ ッ クの

有 効 な 記 憶容 量 は少 な くな る.



装 置 名

F477K

F472K

1ト ラ ッ クの

記 憶 容 量

バ イ ト

13030

7294

バ イ ト

ブ ロ ッ ク の 大 き さ

最 終 ブ ロ ッ ク以 外

135十DL

・e・+ttt2)
*1

最 終 プ 腿 ック

135十DL

DL

DL:プ ロ グ ラ ムお よ びBLKSIZEで 摺 定 した バ イ ト数

(2)1ト ラ ッ クに書 け るブ ロ ック数

。最 終 トラ ッ ク 以外 の トラッ ク
*2

ブロック 数 雛

。最 終 トラ ッ ク

ブロック数 瓢

'
1ト ラ ッ クの 記 憶容 量(バ イ ト)一 最終 ブ ロ ッ クの大 きさ(バ イ ト

最 終 ブ ロ ッ ク以 外 の ブ ロッ クの 大 き さ(バ イ ト)

)

,/
1ト ラ ッ クの 記憶 容 量(バ イ ト)-1

最終 ブ ロ ッ ク以 外 の ブ ロ ッ クの 大 き さ(バ イ ト)

*2

十 ユ

ま た,上 記 の方 法 は か な り面 倒 な の で,次 の 様 な計 算 式 を使 って もよ い・

た だ し,こ の場 合 は か な り大 ま か な値 な の で100K(キ ロ)バ イ ト単位 で切 り上 げ て い た だ きた い.

ギ ャ ッ プ等 の 大 き さ を135バ イ トと して

1ブ ロ ッ クの 大 き さ=DL+135(バ イ ト)DL:BLKSIZEで 指 定 した バ イ ト数

必 要量=ブロック 数 × ユブロック の大 き さ

以 上 あ げた3通 りの 方法 に よ る例 を次 に 示 す。

例 ブ ロ ック長 を5◎ ◎語(225◎ バ イ ト)で6◎ ブ 饗ッ ク書 き出 す場 合 の必 要 量 は い く らか。

1.単 に ブ ロ ッ ク数 か ら求 めた 場 合

iブ ロ ッ クの大 き さ=225◎+135=:2385

必 要 量=60×2385=143100

した が って確 保 量 を2◎ ◎Kバ イ トとす る.

ZF477Kの 計 算 か ら求 めた 場 合

1ブ ロ ッ クの大 きさ=225◎ ÷135uc2385

最終 トラ ック以 外 の ブ ロ ッ ク数= 一〔13030-2385

2385
十1=5

*1切 り上 げ演 算 を行 な う.

*2小 数 点以 下 を切 り捨 て る.



最終 トラ・クのブ・ツク数十 雛1〕-5

必 要 な トラ ック数 は,12ト ラッ クで バ イ ト単 位 に換 算 す る と

必 要 量=12×13030・ ・156360

'し たが
って確 保 量 を2ooKバ イ トとす る.

3.F472Kの 計 算 式 か ら求 め た 場 合

最終ブ・・ク以外の大きさ一 …+〔531歪1250]-2448

最 終 ブ ロ ック の大 き さ・:2250

最終 トラ・ク以外のブ・・ク数一[72瓢r5q+・-3

最終 トラ・クのブ・ック数一[71嶽 〕-2

必 要 な トラ ッ ク数 は21ト ラ ック でバ イ ト単 位 に換 算 す る と

必要 量=21×7294=153174

した が って確 保 量 を200Kバ イ トとす る.

3。2作 業 用 ファ イル の確 保 量 の求 め方

作 業 用 フ ァ イル の記 憶 媒体 は 磁 気 デ ィ ス クパ ック でF477Kに と られ る.順 編成 フ ァ イル の場 合 は,

シ ス テム が 必 要 に応 じて 実 行 時 に確 保 し て くれ るの で,利 用 者 が指 定 す る必 要 は な い.最 大51oト ラ

ック まで 確 保 され る.

直接 編成 フ ァ イルの 場 含 は,あ らか じめ 必 要量 を計 算 して 指定 し な けれ ば な らな い.単 位 は トラ ッ

ク で510ト ラ ック まで指 定 で き る.

例 ブBッ ク長4oo語(18ooバ イ ト)で5Cブ"ッ ク書 き出 した い場 合 の必 要 量 は い く らかt

ブ ロ ッ クの 大 き さ;1800十135=:1935

最終 トラ・ク以外のブ・・ク数一[13o妻fテ'935/+・-6

最終 トラ・クのプ・・ク数一 〔磯1-1・6

した が って,5oブ 暮ッ ク書 き出 す に は,9ト ラ ッ ク必 要 で あ る.



4.コ ン ト ロ ー ル カ ー ドの 入 れ 方

補 助 記憶 用 ファ イル を利 用 す るた め の コ ン トロー ル カー ドと して は,¥PSFILEと¥F・WORKが

あ る.前 者 は 利用 者 自身 の 専 用 フ ァ イル を 利用 す る とき,後 者 は作 業 用 フ ァ イ ル を利 用 す る と きに使

う.

パ ラ メー タの説 明 に つい ては,利 用 の 手引 ファ イ ル編 を参 照 され たい.

4・1¥PSFILEを 使 う場 合

例1ブ ロ ッ ク長 を標 準 の256語(1152バ イ ト)と す る とき

¥NO

¥USER

¥QJOB

¥FORTRAND

ソー ス プ ロ グ ラム

¥LIEDRUND

デ ー タ

¥PSFILEファイル 定義 名,ファイル 名

¥JEND

例2ブ ロ ック長 を300語(1350バ イ ト)と す る と き

¥NO

¥USER

¥QJOB

¥FORTRAND

ソー スプ ログ ラム

¥LIEDRUND

デ ー タ

¥PSFILEフ ァイ ル定義 名,フ ァ イル名,FCBPRM=YES,RCDSIZE=1350,/

↑
BLKSIZE;135072桁

¥JEND

4・2¥F・WORKを 使 う場 合

例1順 編成 フ ァ イル で ブ ロ ック長 を標 準 の256語(1152バ イ ト)と す る と き

¥NO

¥USER

¥QJOB

¥FORTRAND

ソー ス プ ロ グ ラム

¥LIEDRUND



口
.¥F・WOZZフ ァ イル定 義 名

¥JEND

例2順 編成 ファ イ ルで ブ ロ ッ ク長 を400語(1800バ イ ト)と す る と き

¥NO

¥USER

¥QJOB

¥FORTRAND

[三 亜 ・グラム
¥LIEDRUND

デ ー タ

¥F・WORKフ ァ イル定 義 名,FCBPRM=YES,RCDSIZE=1800,

BLKSIZE==1800

¥JEND

例3直 接 編成 ファ イルで ブ ロッ ク長400語50ブ ロ ッ ク書 き出 した い と き

¥NO

¥USER

¥QJOB

¥FORTRAND

ソ ー ス プ ロ グ ラ ム

¥LIEDRUND

lデ ー タ

¥F・WORKフ ァ イル定 義 名,TRK=9

¥JEND


